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　強相関トポロジカル半金属の新しい量子物性を

探索することをテーマとして研究を行っておりま

す。モット転移が生じるような強い電子相関領域

にあるイリジウム酸化物を主な研究対象として物

質開発、磁気輸送計測、赤外分光による低エネル

ギー電荷ダイナミクスの計測などを主な手法とし

て研究を進めています。

　トポロジカル半金属ではワイル電子 ( ディラッ

ク電子も含む ) の特徴がバルクの様々な量子物性

に現れる点で、既にカイラル異常による磁気抵抗

効果やベリー位相による巨大異常ホール効果等の

物性が数多く報告されています。これまで知られ

ているこうした物性の多くは一電子近似の物理で

理解できる現象ですが、更に新しい物性を開拓し

ていく上で電子相関効果は重要な視点の一つです。

電子相関に起源を持つ現象はモット転移、近藤効

果、非従来超伝導等の様々な現象がありますが、

私自身はモット転移について物質開発の立場から

研究を行っています。トポロジカル半金属のモッ

ト転移を実験的に研究する上での大きな課題はワ

イル電子の量子輸送と電子相関効果が同時に実現

できる適切な物質を見出す事です。イリジウム酸

化物はその候補物質の一つですが、私は純良単結

晶の開発と物性測定に取り組んできました。最近

のトピックとしては、ディラック半金属のペロブ

スカイト型 CaIrO3 でディラック線ノードがモット

転移近傍の強相関領域でもロバストに残り、その

エネルギーがモット臨界性によってフェルミエネ

ルギーに接近することで電子移動度が極めて高い

ディラック半金属を作りだしている事が分かって

きました [1]。また、静水圧や薄膜試料でのエピタ

キシャル歪みによって格子歪みを変化させ、一電

子バンド幅を僅かに変える事でディラックバンド

のフェルミ速度や線ノードのエネルギーを大幅に

制御できることも分かってきました [2,3]。

　モット転移系の一般的な特徴の一つは電荷やス

ピン等の自由度による電子秩序相やダイナミクス

が見られる点なので、今後はワイル電子ならでは

の新しい秩序相やダイナミクスを見出すのを目標

にしています。
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